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a） Kitui 県 

1) Kyangul (11) 

＜現状＞ 
 乾季は約 7km 離れた河川まで水を汲みに行く。表面には水が流れていないので、6 ﾌｨｰﾄ

の穴を掘り、３人がかりで水を汲む。往復 4 時間かかる。雨季には雨水と近傍の渓流、パ

ン（今年政府が建設）から水を得る。乾季は、6 月～9 月、1 月～3 月の 7 ヶ月である。水

汲みは主に主婦の仕事であるが、子供が行くこともある。 
＜人口＞ 
 30 分話したが様々な答え（400 家族～10,000 家族）がありよくわからない。400 家族程

度と思われる。 
＜地下水開発可能性＞ 
 ほぼ平坦な台地状地形。先カンブリア界の侵食地形、もしくは表層を四紀層が薄く被覆。

地下水開発可能性は比較的高い。 
＜水委員会＞ 
 今年 6 月に結成。メンバーは 9 人（女性 2 人）で 4 年ごとに選挙を実施する。 
＜ポンプタイプの希望他＞ 
 収入が少ないのでハンドポンプを希望。付帯施設等工事のための労力、ローカルマテリ

アルは提供する。乾季には 5km 離れたボアホールの水に 7 シリング（１カン）支払うこと

がある（約 20%が金を払って水を買った経験がある）。 
＜その他＞ 
他ドナー、NGO による水プロジェクトはない。電線が来ており使用できる（家庭には配

線されていない）。電話のある家もある。主な収入は農業、牧畜。 
＜感想＞ 
 全体に明確な回答がなく、活発な意見なし。ただ衣服はきれいで比較的裕福な様子。 
 

 



2) Kasue Secondary School (18) 

＜現状＞ 
 主に雨水と 4km 離れた河川の水を利用している。この川は乾季でも少し穴を掘れば水が

ある。水は生徒がロバを使用して運搬する。水が足りないときは、Ministry の給水車を利

用する。１タンクあたり 6,000 シリング支払う。 
＜人口＞ 
 生徒数は 154 名。近傍の生徒が多いが、家がナイロビの生徒もいる。ボアホールができ

ると近傍 10 村落（4000 人）が使用できる（あまり確かな数字ではない）。 
＜地下水開発可能性＞ 
 ほぼ平坦な台地状地形。地質は先カンブリア界の片麻岩等。風化は厚い。表層を四紀層

が薄く被覆する可能性もある。地下水開発可能性は比較的高い。 
＜水委員会＞  
 水管理組合は無い。今回は学校が周辺のコミュニティを組織して要請した。ボアホール

ができれば、学校が組合を組織する。近傍の Katutu という地域のボアホールでは最初は村

がボアホールを管理していたが、問題が多く、学校が管理することとなった。 
＜ポンプタイプの希望他＞ 
周辺コミュニティとの共同利用のため水中ポンプを希望。付帯施設等工事のための労力、

ローカルマテリアルは提供する。 
＜その他＞ 
他ドナー、NGO による水プロジェクトはない。電気はきていない。周辺村落の主な収入

は農業、牧畜。 
＜感想＞ 
 我々調査団の予定が変更になったために人が集まらず１人の先生に話を聞いただけであ

った。水に対する逼迫度はやや薄いものの、管理はうまくできるように感じた。 
 

 



3) Ndongoni (31) 
＜現状＞ 
 乾季は約 7km 離れた Ado 川まで水を汲みに行く。往復 6 時間かかる。雨季には雨水と近

傍の渓流、パン（今年政府が建設）から水を得る。乾季は、7 月～10 月、1 月～5 月の 9 ヶ

月である。水汲みは主に主婦の仕事であるが、子供が行くこともある。 
＜人口＞ 
 様々な答えがあり、よくわからない。400 家族程度と思われるが明確ではない。 
＜地下水開発可能性＞ 
 ほぼ平坦な台地状地形。地質は先カンブリア界の片麻岩等。風化は厚い。表層を四紀層

が薄く被覆する可能性もある。地下水開発可能性は比較的高い。 
＜水委員会＞ 
 結成済み。メンバーは 13 人で女性は２人。ただし、今回のインタビューへの出席はなし。 
＜ポンプタイプの希望他＞ 
 世帯数が多いので水中ポンプを希望。付帯施設等工事のための労力、ローカルマテリア

ルは提供する。金を払って水を買った経験については不明。 
＜その他＞ 
他ドナー、NGO による水プロジェクトはない。電線はない。主な収入は農業、牧畜。 

＜感想＞ 
 井戸に対する期待度が高く、我々の紹介を受けると一斉に拍手があった。衣服はきれい

で比較的裕福な様子である。 
 

 



4) Muselele (33) 

＜現状＞ 
 乾季は約 8km 離れた Ado 川あるいは 8km 離れたボアホールまで水を汲みに行く。往復

6 時間かかる。雨季には雨水と近傍の渓流、パン（約 3km）から水を得る。乾季は、5 月～

10 月の 6 ヶ月である。水汲みは主に主婦の仕事であるが、子供が行くこともある。 
＜人口＞ 
 様々な答えがあり、よくわからない。400 家族程度と思われるが明確ではない。 
＜地下水開発可能性＞ 
 ほぼ平坦な台地状地形。地質は先カンブリア界の片麻岩等。風化は厚い。表層を四紀層

が薄く被覆する可能性もある。地下水開発可能性は比較的高い。 
＜水委員会＞ 
 今年の 6 月に結成済み。メンバーは 12 名（女性は 4 人）。250 世帯全員が組合のメンバ

ーである（：あまり確かではない）。 
＜ポンプタイプの希望他＞ 
 世帯数が多いので水中ポンプを希望。付帯施設等工事のための労力、ローカルマテリア

ルは提供する。8km 離れたボアホールには、初期の会費として 1300 シリング、ジェリー

カン１カンあたり 2 シリングが必要である。Nwselele では 27 世帯がこのボアホールのメ

ンバーとなっている。 
＜その他＞ 
他ドナー、NGO による水プロジェクトはない。電線はない。主な収入は農業、牧畜。 

＜感想＞ 
 比較的やる気があり、回答は明確である。衣服はきれいで比較的裕福な様子である。 
 

 



5) Tiva School 

＜現状＞ 
 学校の移設計画があり、すでに校舎が建設されている。この施設内にボアホールを建設

し、周辺村落と共同利用しようとしている。現状は、乾季は約 8～10km 離れた Tiva 川ま

で水を汲みに行く。水が足りないときは、Ministry の給水車を利用する。１タンクあたり

6,000 シリング支払う。雨季には雨水と近傍の渓流、パンから水を得る。乾季は、4 月～11
月の 8 ヶ月である。周辺にはボアホールはない。 
＜人口＞ 
 生徒数は 182 名で寄宿学校である。Tiva コミュニティとしては 18 村落で 10,000 人

（20kmx20km 範囲）、学校予定地から 2km 四方には約 3000 人が住んでいる。 
＜地下水開発可能性＞ 
 非常にゆるやかな丘陵状地形のほぼ頂部。地質は先カンブリア界の片麻岩等。風化は厚

い。地下水開発可能性は比較的高い。 
＜水委員会＞ 
 結成済み。メンバーは 13 人（女性 2 人）でである。 
＜ポンプタイプの希望他＞ 
 周辺コミュニティとの共同利用であるため水中ポンプを希望。ただし、学校だけの利用

ならハンドポンプでもいい。付帯施設等工事のための労力、ローカルマテリアルは提供す

る。 
＜その他＞ 

他ドナー、NGO による水プロジェクトはない。約 8km 離れた所に電線が来ている。主

な収入は農業、牧畜。Geological Survey (?) によりボアホールのサイティングが実施済み。 
＜感想＞ 
 全体に回答は明確で、意思もはっきりしている。衣服はきれいで比較的裕福な様子であ

る。 
 

 



6) Kyaani Girls School 

＜現状＞ 
 主に雨水、泉を利用している。泉は乾季には枯渇する。乾季は 5 月～11 月の 7 ヶ月であ

る。水が足りないときは、Ministry の給水車を利用する。１タンクあたり 6,000 シリング

支払う。近傍にボアホールは無い。 
＜人口＞ 
 生徒数は約 200 名の寄宿学校で 60%はキツイ県の生徒だが、40%はケニア全土からきて

いる。生徒数をもっと増やす計画があるが、水がネックとなって増やすことができない。

ボアホールができると近傍の集落と共同利用する。世帯数はよくわからない。 
＜地下水開発可能性＞ 
 やや起伏のある丘陵状地形のほぼ頂部。地質は先カンブリア界の片麻岩等。風化はやや

厚い。地下水開発可能性は比較的高いが谷部との比高に注意。 
＜水委員会＞  
 水管理組合は無い。ボアホールができれば、学校が組合を組織する。 
＜ポンプタイプの希望他＞ 
周辺コミュニティとの共同利用のため水中ポンプを希望。しかしハンドポンプでも、作

ってもらえれば喜んで利用する。付帯施設等工事のための労力、ローカルマテリアルは提

供する。 
＜その他＞ 
他ドナー、NGO による水プロジェクトはない。電気がきており水中ポンプに利用できる。

周辺村落の主な収入は農業、牧畜。 
＜感想＞ 
多くの雨水集水設備があり、雨水を活用していることがうかがえた。水に対する逼迫度

はやや薄いものの、管理はうまくできるように感じた。 
 

 



b） Miwingi 県 

1）Kavaini (61) 

＜現状＞ 
 乾季は約 20km 離れた渓流まで水を汲みに行く。しかし、表流水は流れていないので、

川原に穴を掘って水を汲む。人の背の高さよりも深く掘らねば水が無いときもあり、非常

に危険である。乾季は約 6 ヶ月で、最悪は 8 月～10 月である。雨季は雨水と河川（3km 離

れている）を使用する。水汲みの仕事は主に主婦が行う。 
＜人口＞ 
 Kavaini の世帯数は 300～400 世帯。もしボアホールができれば 350 世帯が利用できる。 
＜地下水開発可能性＞ 
  非常にゆるやかな丘陵状地形のほぼ頂部。地質は先カンブリア界の片麻岩等。風化は

厚い。地下水開発可能性は比較的高い。 
＜水委員会、ポンプタイプの希望他＞ 
 世帯数が多いので水中ポンプを希望。付帯施設等工事のための労力、ローカルマテリア

ルは提供するが、お金のかかるものは負担できない。ボアホールの水に払える金は、よく

わからない。 
＜その他＞ 

他ドナー、NGO による水プロジェクトはない。電気はきていない。主な収入は農業、牧

畜。 
＜感想＞ 
 住民は比較的しっかりしており、やる気がある。インタビューには 14 名が出席した。た

だし、衣服はややみすぼらしく、あまり裕福でないようにみえる。村の中心が国道に面し

ているので、ここに井戸を設置すると目立つ。 
 

 



2）Kasanga (64) 

＜現状＞ 
 乾季は約 10km 離れた渓流まで水を汲みに行く。しかし、表流水は流れていないので、

川原に穴を掘って水を汲んでいる。乾季は 6 月～11 月の 6 ヶ月である。雨季は地元で掘削

した浅井戸（深さ 20m）を使用する。ただし、この井戸は乾季にはまったく水がなくなる。

水汲みの仕事は主に主婦が行う。 
＜人口＞ 
 世帯数は700世帯でもしボアホールができれば2500人が利用できるといっているがあま

り確かではない。 
＜地下水開発可能性＞ 
 非常にゆるやかな丘陵状地形のほぼ頂部。地質は先カンブリア界の片麻岩等。風化は厚

い。地下水開発可能性は比較的高い。 
＜水委員会＞ 
＜ポンプタイプの希望他＞ 
 世帯数が多いので水中ポンプを希望。付帯施設等工事のための労力、ローカルマテリア

ルは提供する。近傍の井戸（乾季には涸れる）で 3 シリング（１ジェリーカン）を払って j
水を買うことがある。ボアホールの水に払える金も 3 シリング（１ジェリーカン）、3 シリ

ング（家畜１頭）あたりである。 
＜その他＞ 

GTO により浅井戸にハンドポンプが設置されている。それ以外に他ドナー、NGO によ

る水プロジェクトはない。電気はきていない。主な収入は農業、牧畜。 
＜感想＞ 
 住民は比較的しっかりしており、やる気がある。出席者に女性が多い。衣服はややきれ

いで、やや裕福なようにみえる。 
 

 



3）Nuangeni (78) 

＜現状＞ 
 乾季は約 20km 離れた渓流まで水を汲みに行く。4～５時間かかる。しかし、表流水は流

れていないので、川原に穴を掘って水を汲んでいる。乾季は 6 月～11 月の 6 ヶ月である。

雨季は数 km 離れた渓流から取水するほか、10km 離れた NGO の設置した給水地点（山の

湧水をパンプでひいている）を利用することもあるが、いつも混んでいるので離れた渓流

に行くこともある。 
＜人口＞ 
 世帯数は600世帯でもしボアホールができれば1500人が利用できるといっているがあま

り確かではない（この数字は Mwageni だけではなく周辺村落も含めた世帯数らしい）。 
＜地下水開発可能性＞ 
ほぼ平坦な平地地形。地質は先カンブリア界を第四紀層が薄く覆う。地下水開発可能性

は比較的高いと思われるが、塩水に注意。 
＜水委員会＞ 
  
＜ポンプタイプの希望他＞ 
 収入が少ないのでハンドポンプを希望（ただ、ハンドポンプはすぐ壊れるので、水中ポ

ンプのほうがいいとの声もあり）。付帯施設等工事のための労力、ローカルマテリアルは提

供する。NGO の設置した給水施設利用のために、約 15%の世帯が、20 シリング（1 世帯、

1 ヶ月あたり）支払っている。ボアホールの水に払える金も 2 シリング（１ジェリーカン）、

2 シリング（家畜１頭）程度である。 
＜その他＞ 
他ドナー、NGO による水プロジェクトはない。電気はきていない。主な収入は農業、牧

畜。 
＜感想＞ 
 住民は比較的しっかりしており、やる気がある。出席者は女性が少なく発言がない。衣

服はややきれいで、やや裕福なようにみえる。 
 

 



4）Katanze (81) 

＜現状＞ 
 乾季は約 20km 離れた渓流まで水を汲みに行く。4～５時間かかる。しかし、表流水は流

れていないので、川原に穴を掘って水を汲んでいる。乾季は 4 月～10 月の 7 ヶ月である。

NGO の設置した給水地点（山の湧水をパンプでひいている）を利用する。しかしこれは水

が来ないことが多い。 
＜人口＞ 
 世帯数は380世帯でもしボアホールができれば3000人が利用できるといっているがあま

り確かではない（この数字は Katanze だけではなく周辺村落も含めた世帯数らしい）。 
＜地下水開発可能性＞ 
非常に緩やかな丘陵～平地地形。地質は先カンブリア界を第四紀層が薄く覆う。地下水

開発可能性は比較的高いと思われるが、塩水に注意。 
＜水委員会＞ 
  
＜ポンプタイプの希望他＞ 
 世帯数が多いので水中ポンプを希望。付帯施設等工事のための労力、ローカルマテリア

ルは提供する。12km 離れたボアホールの水に５シリング（１カン）支払うこともある。通

常、ボアホールの水に払える金も 1 シリング（１ジェリーカン）、1 シリング（家畜１頭）

程度である。 
＜その他＞ 

他ドナー、NGO による水プロジェクトはない。電気はきていない。主な収入は農業、牧

畜。 
＜感想＞ 
 全員疲れた表情で、あまりやる気がないように見える。積極的な発言はほとんどない。

あまり裕福ではないようにみえる。 
 

 



5）Kakongo (90) 

＜現状＞ 
 乾季は約 10km 離れた河川（シソノ川）まで水を汲みに行く。6 時間かかる。雨季には近

傍のダム、パンから水を得る。このダム、パンは 2001 年に NGO（UK）の指導でこの他に

コミュニティで作ったダムが３個所あり雨季に利用できる。ただし、乾季には水がない。 
＜人口＞ 
 周辺約 9km の範囲に 1500 人が住んでおりボアホールを利用できると言っているがあま

り確かなものではない。 
＜地下水開発可能性＞ 

非常に緩やかな丘陵～平地地形。地質は先カンブリア界を第四紀層が薄く覆う。地下水

開発可能性は比較的高いと思われるが、塩水に注意。 
＜地下水開発可能性＞ 
ほぼ平坦な平地地形。地質は先カンブリア界を第四紀層が薄く覆う。地下水開発可能性

は比較的高いと思われるが、塩水に注意。 
＜水委員会＞ 
  
＜ポンプタイプの希望他＞ 
 収入が少ないのでハンドポンプを希望。付帯施設等工事のための労力、ローカルマテリ

アルは提供する。乾季には 12km 離れたボアホールの水に 20 シリング（１カン）支払うこ

とがある（約 25%が金を払って水を買った経験がある）。この井戸は風車が取り付けられて

いるが、風が無いときに水が足りなくなる(Action Aid 設置)。 
＜その他＞ 
他ドナー、NGO による水プロジェクトはない。電気はきていない。主な収入は農業、牧

畜。 
＜感想＞ 
 全体に明確な回答がなく、活発な意見なし。あまり裕福ではないようす。すでにボアホ

ールの候補地が決められており、地主の許可も得ている。ただし、物理探査は実施してい

ない。 

 



6）Twimiwa (92) 

＜現状＞ 
 乾季は約 10km 離れた渓流まで水を汲みに行く。6 時間かかる。しかし、表流水は流れて

いないので、川原に穴を掘って水を汲んでいる。乾季は 6 月～11 月の 6 ヶ月である。この

他にコミュニティで作ったダムが３個所あり雨季に利用できる。ただし、乾季には水がな

い。 
＜人口＞ 
 世帯数は 80 世帯でもしボアホールができれば 2000 人が利用できるといっているがあま

り確かではない。 
＜地下水開発可能性＞ 

非常に緩やかな丘陵～平地地形。地質は先カンブリア界を第四紀層が薄く覆う。地下水

開発可能性は比較的高いと思われるが、塩水に注意。 
＜水委員会＞ 
  
＜ポンプタイプの希望他＞ 
 世帯数が多いので水中ポンプを希望。付帯施設等工事のための労力、ローカルマテリア

ルは提供する。乾季には離れたボアホールの水に 10 シリング（１カン）支払うことがある

（約 30%が金を払って水を買った経験がある）。 
＜その他＞ 
他ドナー、NGO による水プロジェクトはない。電気はきていない。主な収入は農業、牧

畜。 
＜感想＞ 
 全員が非常に熱心で、発言も活発・明確である。すでにボアホールの候補地が決められ

ており、地主の許可も得ている。ただし、物理探査は実施していない。 
 

 



c) Mwingi 県 

1) Senda (98) 

＜現状＞ 
 乾季は約 20km 離れたダム（Water Pan）まで水を汲みに行く。ドンキーの無い家も多

く、ジェリーカンを背負って 12 時間歩かねばならない家も多い。乾季は 3 月～10 月の 8
ヶ月である。ベンダーから水を買うこともある。費用は 10KSH / 20l である。近傍にはボ

アホールは無い。周辺の村落はいずれも同じような状況である。 
＜人口＞ 
 世帯数は180世帯でもしボアホールができれば1000人が利用できるといっているがあま

り確かではない。 
＜地下水開発可能性＞ 
 緩やかな丘陵地の頂部にある。地質は先カンブリア界片麻岩主体。風化はやや厚い。地

下水開発可能性は比較的高い。 
＜水委員会＞ 
 委員会はないが、村の有力者の息子がマチャコスの Water Office にツテがあり、ボアホ

ールのサイティングと登録は終了している（費用はだれが負担したか不明）。 
＜ポンプタイプの希望他＞ 
 世帯数が多いので水中ポンプを希望。付帯施設等工事のための労力、ローカルマテリア

ルは提供する。ボアホールの水には 2 Ksh/カンを支払うことができる。 
＜その他＞ 
他ドナー、NGO による水プロジェクトはない。電気はきていない。主な収入は農業、牧

畜。 
＜感想＞ 
 村人約 20 人が待っていたとのことであるが、連絡の行き違いがあり、調査団が到着した

時はすでに解散したあとであった。そのため、村の中心地の女性５名に話を聞いただけの

情報である。ただ、水に非常に苦労していることは事実のようである。 

 



2) Uti wa Wote (99) 

＜現状＞ 
 Wote (Makueni) の町に隣接しているが、町の水も不足している。 
 乾季は約 4km 離れたダム（Water Pan）まで水を汲みに行く。ドンキーで運ぶ家が多い。

乾季は 7 月～10 月、1 月～3 月の約 7 ヶ月である。ベンダーから水を買うこともあり費用

は 5～8Ksh / カン（乾季は高く、雨季は安い） である。約 8km 離れた地点に植民地時代

に作られたボアホールがあり、まだ使用されている。 
＜人口＞ 
 町との境界がはっきりしないので、人口、世帯数は不明。 
＜地下水開発可能性＞ 
 緩やかな丘陵地の頂部にある。地質は先カンブリア界片麻岩主体。風化はやや厚い。地

下水開発可能性は比較的高い。 
＜水委員会＞ 
 ボアホールのための委員会は結成済みで、サイティング、登録まで終了している。タン

クの位置も決定済みである。 
＜ポンプタイプの希望他＞ 
 町にも水を供給することを考え、水中ポンプを希望。付帯施設等工事のための労力、ロ

ーカルマテリアルは提供する。ボアホールの水には 2 Ksh/カンを支払うことができ、町に

は 3 Ksh/カンで販売するつもりである。 
＜その他＞ 
他ドナー、NGO による水プロジェクトはない。電気はある。主な収入は農業、牧畜。 

＜感想＞ 
 村人が待っていたとのことであるが、連絡の行き違いがあり、調査団が到着した時はす

でに解散したあとであった。そのため、組合の中心である女性とその他数名に話を聞いた。

答えは明瞭で、準備が非常に進んでおり、組合の能力も高い。比較的裕福なようにみえる。

ただ、水に対する困窮度は他の土地に比べて小さいようにみえた。 

 



3) Mushingini (121) 

＜現状＞ 
 乾季は約 7km 離れた川まで水を汲みに行く。乾季は 7 月～11 月、2 月～3 月の約 7 ヶ月

である。ベンダーから水を買うこともあり費用は 15Ksh / カンである。近傍にボアホール

は無い。丘の頂部に町(Mushingini)があり、村は町と谷の間の斜面部に分布している（町

と村の関係がよくわからないが、井戸が掘削されれば共同で使用するらしい）。 
＜人口＞ 
 村の中心地から 2km 範囲に居住する人口は 2500 名。1 世帯あたりの家族数は 7 人程度

である（比較的明瞭な答えであった）。 
＜地下水開発可能性＞ 
 ボアホール候補地点は緩やかな丘陵地の谷部にある。地質は先カンブリア界片麻岩主体。

風化はやや厚い。地下水開発可能性は比較的高い。ただし、ボアホール地点までのアクセ

スに道路改良が必要となる可能性がある。 
＜水委員会＞ 
 ボアホールのための委員会は結成済みであるが、サイティング、登録はまだ行っていな

い。ただ、ボアホールの位置は決めている。 
＜ポンプタイプの希望他＞ 
 町にも水を供給することを考え、水中ポンプを希望。付帯施設等工事のための労力、ロ

ーカルマテリアルは提供する。ボアホールの水には 2 Ksh/カンを支払うことができる。 
＜その他＞ 
他ドナー、NGO による水プロジェクトはない。電気はない。主な収入は農業、牧畜。 

＜感想＞ 
 全員非常に熱心で、簡単な質問には全員で一斉に答えが返ってきた。約 20 人が集まり、

そのうち女性が半分を占めた。比較的裕福で能力も高そうにみえる。 

 



4) Kyamutuko (123) 

＜現状＞ 
 乾季は約 7m 離れた川（Adi 川）まで水を汲みに行く。ドンキーで運ぶ家が多い。乾季は

7 月～11 月、2 月～3 月の約 7 ヶ月である。ベンダーから水を買うこともあり費用は 15～
20Ksh / カン（乾季は高く、雨季は安い） である。近傍にボアホールはないが、82 年に

EC の援助で作られたサンドダムと浅井戸がある。ただし、乾季には水はまったく無い。 
＜人口＞ 
 中心地から 2km – 5km に居住する世帯数は 1,000 世帯。1 世帯あたりの家族数は 6～10
人である。 
＜地下水開発可能性＞ 
 ボアホール候補地は、やや急峻な丘陵地の谷部にある。地質は先カンブリア界片麻岩主

体。風化はやや厚い。丘陵頂部では開発可能性は小さいが、谷部であれば地下水開発可能

性は比較的高い。 
＜水委員会＞ 
 ボアホールのための委員会は結成済みであるが、サイティング、登録は未実施である。

ボアホールの候補地は 6 個所あり谷部に位置している。 
＜ポンプタイプの希望他＞ 
 水中ポンプを希望。付帯施設等工事のための労力、ローカルマテリアルは提供する。ボ

アホールの水には 2 Ksh/カンを支払うことができる。 
＜その他＞ 
他ドナー、NGO による水プロジェクトはない。電気はない。主な収入は農業、牧畜。 

＜感想＞ 
 貧しい様子であるが、全員元気で答えが早く明瞭である。ボアホールに対する期待度は

高く、正確なイメージを持っているように見えた。 

 



5) Kasikeu Market (129) 

＜現状＞ 
 乾季は約 500m 離れた川（Sisono 川）まで水を汲みに行く。乾季の厳しい時期にはかな

り深く（人の背の高さ程度）まで穴を掘る必要がある。ドンキーで運ぶ家が多い。乾季は 7
月～10 月、1 月～3 月の約 7 ヶ月である。ベンダーから水を買うこともあり費用は 10Ksh / 
カンである。近傍にボアホールはないが、約 10ｋｍ離れたところにパイプライン（キリマ

ンジャロパイプライン）があり、ここから水を得ることもできる。 
＜人口＞ 
 1000 世帯である（答えは明瞭）。 
＜地下水開発可能性＞ 
 緩やかな丘陵地の頂部にある。地質は先カンブリア界片麻岩主体。風化はやや厚い。地

下水開発可能性は比較的高い。 
＜水委員会＞ 
 ボアホールのため、仮の(tentative)委員会が結成済みである。サイティング、登録は未実

施である。 
＜ポンプタイプの希望他＞ 
 世帯数が多いため水中ポンプを希望。付帯施設等工事のための労力、ローカルマテリア

ルは提供する。ボアホールの水には 2 Ksh/カンを支払うことができる。マーケットの中心

にキオスクがほしい。 
＜その他＞ 
他ドナー、NGO による水プロジェクトはない。電気はある。 

＜感想＞ 
 川までの距離が非常に短いが、マーケットであり、人が集まるところであるためキオス

クを作れば水の需要は大きいものと考えられる。比較的裕福にみえるが、答えはやや頼り

ない。 

 



6) Ｎｇｕｕｎｉ (134) 

＜現状＞ 
 Kasikeu の町に隣接している。乾季は約 2km 離れた川（Sisono 川）まで水を汲みに行く。

乾季の厳しい時期にはかなり深く（人の背の高さ程度）まで穴を掘る必要がある。ドンキ

ーで運ぶ家が多い。乾季は 7 月～10 月、1 月～3 月の約 7 ヶ月である。ベンダーから水を

買うこともあり費用は 10Ksh / カンである。近傍にボアホールはないが、約 10ｋｍ離れた

ところにパイプライン（キリマンジャロパイプライン）があり、ここから水を得ることも

できる。 
＜人口＞ 
 世帯数は 400 世帯である（答えは明瞭）。 
＜地下水開発可能性＞ 
 緩やかな丘陵地の頂部にある。地質は先カンブリア界片麻岩主体。風化はやや厚い。地

下水開発可能性は比較的高い。 
＜水委員会＞ 
 ボアホールのため、委員会が結成済みである。サイティング、登録は未実施であるがボ

アホールの候補地は決定済みである。 
＜ポンプタイプの希望他＞ 
 世帯数が多いため水中ポンプを希望。付帯施設等工事のための労力、ローカルマテリア

ルは提供する。ボアホールの水には 2 Ksh/カンを支払うことができる。 
＜その他＞ 
他ドナー、NGO による水プロジェクトはない。電気はない。 

＜感想＞ 
 熱心でやる気があり、答えは明瞭である。川までの距離が比較的近いが、維持管理はう

まくできるものと考えられる。 
 

 



d) Mahacos 県 

1) Kwale Public 

＜現状＞ 
 乾季は約 3km 離れたダムまで水を汲みに行く。乾季の厳しい時期には、表面には水はま

ったくなく、かなり深く（人の背の高さ程度）まで穴を掘る必要がある。このダムは周辺

コミュニティが共同で作ったものである。ドンキーを持っている家は少なく、女性が背負

って運ぶことが多い。乾季は 8 月～10 月、1 月～2 月の約 7 ヶ月である。ベンダーから水

を買うこともあり費用は 10Ksh / カンである。近傍にボアホールはない。 
＜人口＞ 
 人口は、Kwale とその周辺部落（ボアホール利用予定）をあわせて 2,500 人である（回

答は比較的明瞭）。 
＜地下水開発可能性＞ 
 平坦な台地の中央部にある。地質は第三紀の噴出岩（玄武岩らしい）。風化はやや薄い。

地下水開発可能性は比較的高い。 
＜水委員会＞ 
 ボアホールのため、委員会が結成済みであり、サイティング、登録も実施済みである。 
＜ポンプタイプの希望他＞ 
 世帯数が多いため水中ポンプを希望。付帯施設等工事のための労力、ローカルマテリア

ルは提供する。ボアホールの水には 2 Ksh/カンを支払うことができる。 
＜その他＞ 
他ドナー、NGO による水プロジェクトはない。電気はない。主な収入は農業、牧畜の他、

石材の採掘と販売（雨季には石材をとった後の窪みに貯まる水を利用している）。 
＜感想＞ 
 やや貧しい様子で、村の様子も貧弱である。ただ、非常に熱心で回答は明瞭である。ボ

アホールに対する期待度は高い。 
 

 



2) Kokma Rock 

＜現状＞ 
 雨季には浅井戸、雨水を利用するが、乾季には通常約 8m 離れたボアホールまで水を汲み

に行く。ただしボアホールでは長い時間待つ必要がある。費用は 2Ksh / カンである。この

ボアホールは植民地時代に建設されたものである。乾季は 7 月～11 月の約 5 ヶ月である。 
＜人口＞ 
 世帯数は 300 世帯であり、1 世帯は 8 人程度である（回答は比較的明瞭）。家畜は 5～10
頭の家が多い。 
＜地下水開発可能性＞ 
 平坦な台地の中央部にある。地質は第三紀の噴出岩（玄武岩らしい）。風化はやや薄い。

地下水開発可能性は比較的高い。 
＜水委員会＞ 
 ボアホールのため、委員会が結成済みであり、サイティング、登録も実施済みである。 
＜ポンプタイプの希望他＞ 
 既存のボアホールは時々お金がなくなって使えなくなるので（組合の金か個人の金か不

明）ハンドポンプを希望。付帯施設等工事のための労力、ローカルマテリアルは提供する。

ボアホールの水には 2 Ksh/カンを支払うことができる。 
＜その他＞ 
他ドナー、NGO による水プロジェクトはない。電気はない。主な収入は農業、牧畜だが、

売れるものは少ない。出稼ぎによる送金が現金収入の大部分 
＜感想＞ 
 やや貧しい様子で、村の様子も貧弱である。ただ、熱心で回答は明瞭である。ボアホー

ルに対する期待度は高い。 
 

 



3) Mwala Girls School 

＜現状＞ 
 学校と周辺コミュニティ(Kebau Village)が共同でボアホールの計画をもっている。ボア

ホール建設後も共同で管理予定である。現在、雨季には雨水を利用しているが、乾季には

1km 離れたダム、2km 離れた川まで水を汲みに行く（生徒が行くこともあるし、人とロバ

を雇って水汲みに行かせることもある）。また 4km 離れたところには Ministry が作ったボ

アホールもある。また 1.5 月に 1 回程度は、給水車が来る（5,000Ksh/タンクである）。乾

季は 7 月～10 月の約 4 ヶ月であるが、1 月～3 月も水が無いときがある。 
＜人口＞ 
 生徒数は 280 人、1km 以内のコミュニティの人口は約 2,000 人である。 
＜地下水開発可能性＞ 
 緩やかな丘陵地の頂部にある。地質は先カンブリア界片麻岩主体。風化はやや厚い。地

下水開発可能性は比較的高い。 
＜水委員会＞ 
 ボアホールのため、委員会が結成済みであり、サイティング、登録も実施済みである。 
＜ポンプタイプの希望他＞ 
学校と周辺コミュニティ共同利用のため水中ポンプを希望。付帯施設等工事のための労

力、ローカルマテリアルは提供する。ボアホールの水には 2 Ksh/カンを支払うことができ

る。 
＜その他＞ 
他ドナー、NGO による水プロジェクトはない。電気はある。主な収入は農業、牧畜だが、

出稼ぎによる送金が現金収入の大部分を占める。 
＜感想＞ 
 学校関係者が不在のため、ボードのガバナーにインタビューした。回答は明瞭で、具体

的なイメージを持っているようにみえた。 
 

 



4) Mbele wp 

＜現状＞ 
 乾季は約 4km 離れたダム(Tama Dam) まで水を汲みに行く。このダムは植民地時代に建

設されたものである。激しい乾季のときはこのダムで水を取れないことがあり、その際に

はもっと遠くのダムまで水を汲みに行く。ドンキーを持っている家は少なく、女性が背負

って運ぶことが多い。乾季は 7 月～11 月、1 月～2 月の約 7 ヶ月である。近傍にボアホー

ルはない。既存ボアホールが 4～7k にあるらしいが詳細は不明。 
＜人口＞ 
 人口は、2,000 人である（回答は比較的明瞭）。 
＜地下水開発可能性＞ 
 やや起伏の大きい丘陵地の頂部にある。地質は先カンブリア界片麻岩主体。風化はやや

厚い。地下水開発可能性は比較的高いが、地形の点から地点を選択する必要がある。 
＜水委員会＞ 
 ボアホールのため、委員会が結成済みであり、サイティング、登録も実施済みである。

ボアホール予定地は委員会チェアマンの土地で、建設後はコミュニティに寄付の予定。 
＜ポンプタイプの希望他＞ 
 水中ポンプを強く希望する。付帯施設等工事のための労力、ローカルマテリアルは提供

する。場合によっては周辺施設は資材を含めて自ら建設することも可能である。ボアホー

ルの水には 5 Ksh/カンを支払うことができる（出稼ぎが多いので現金収入が多い）。 
＜その他＞ 
委員会で金を積み立てており、ボアホールができた後で、周辺施設は自ら建設するつも

りである。援助が無い場合には自分で井戸建設を行う考えもある（ただし、そのためには

非常に長い間の積み立てが必要）。 
他ドナー、NGO による水プロジェクトはない。電気はない。主な収入は農業、牧畜の他、

出稼ぎが多い。 
＜感想＞ 
 比較的裕福で、しっかりしているようであるが、委員会のチェアマンにインタビューし

ただけであるため詳細は不明。 

 



5) Kyawalia dispensary (197) 

＜現状＞ 
 Dispensary と村のコミュニティが共同で井戸を予定。現状、乾季は約 5km 離れたダム

または 10km 離れた Water Pan まで水を汲みに行く。キリマンジャロパイプライン（約

10km?）で水を買うことも可能であるが、5Ksh/カンの費用がかかり、しかも極めて長時間

（5～6 時間）待つ必要がある。ドンキーを持っている家は少なく、カートの使用または女

性が背負って運ぶことが多い。乾季は 6 月～10 月、1 月～2 月の約 7 ヶ月である。近傍(約
10km)に既存ボアホールがあるが、水は売ってくれない（水量が足りない）。 
＜人口＞ 
 世帯数は 100～150 世帯程度らしいが、あまりはっきりとした回答ではない。 
＜地下水開発可能性＞ 
 起伏の大きい丘陵地の斜面にある。地質は先カンブリア界の塊状片麻岩が主体でありキ

レツは非常に少ない。風化は薄く谷部に非常に堅硬な地山が露岩している。地下水開発可

能性は比較的低い、ボアホール地点の選択には詳細な調査が必要である。 
＜水委員会＞ 
 ボアホールのための委員会が結成済み（dispensary と村が共同で結成）。サイティング、

登録は未実施。 
＜ポンプタイプの希望他＞ 
 水中ポンプを希望する。付帯施設等工事のための労力、ローカルマテリアルは提供する。

ボアホールの水には 2 Ksh/カンを支払うことができる。 
＜その他＞ 

NGO によるルーフキャッチメントのプロジェクトがある様子だが詳細は不明。世銀の掘

削したボアホールが比較的近傍（10km 程度？）にある様子であるが、詳細は不明。それ以

外の水プロジェクトはない。電気はない。主な収入は農業、牧畜、石材の採取と販売。 
＜感想＞ 
 比較的しっかりとしており、回答は比較的明瞭。インタビューは Dispensary 内で行った

が、Dispensary の人は出席していない。Dispensary とコミュニティの関係がよくわから

ない。 

 



6) Iuuni (199) 

＜現状＞ 
 乾季は約 3～4km 離れたダム(Kora dam, Kyakatoru dam, Adhidas dam :コミュニティ

が建設)または川(Zain 川)まで水を汲みに行く。乾季には表面に水が無く、深い穴を掘る必

要があり、穴の数も少ないので長い時間待たねばならない。周辺には草がなくドンキーが

飼えないため、女性が背負って運ぶことが多い。6km の地点には泉があり、長い時間待つ

必要があるが、乾季でも水はある。Self Help Group が 500m の地点にダムを建設したが、

雨季しか使えない。乾季は 7 月～10 月、1 月～3 月の約 7 ヶ月である。 
＜人口＞ 
 400 家族という回答もあったが、よくわからない。 
＜地下水開発可能性＞ 
 起伏の大きい丘陵地の頂部にある。地質は先カンブリア界の塊状片麻岩が主体でありキ

レツは非常に少ない。風化は薄く谷部に非常に堅硬な地山が露岩している。地下水開発可

能性は比較的低い、ボアホール地点の選択には詳細な調査が必要である。 
＜水委員会＞ 
 水委員会が結成済み。サイティング、登録は未実施。 
＜ポンプタイプの希望他＞ 
 収入が少ないのでハンドポンプを希望する。ただ、人数が多いので水量が必要であり、

風車を希望する。丘の頂部にあることから、適していると思われる。付帯施設等工事のた

めの労力、ローカルマテリアルは提供する。ボアホールの水には 5 Ksh/カンを支払うこと

ができる(?)。 
＜その他＞ 

NGO、他ドナーによる水プロジェクトはない。電気はない。主な収入は農業、牧畜、石

材の採取と販売だが、現金収入は非常に少ない。また、マジハウス地質屋によると周辺で

のボアホールは失敗例が多いとこのこと。 
＜感想＞ 
 約 20 人が集まり、非常に熱心であるが、かなり貧しい様子である。また、地形・地質的

に見て、地下水の涵養は少なく、開発はやや難しい。 
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1
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o
n
go

n
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0
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5
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線
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路
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未

舗
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）
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気
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話
な

し
家

畜
の
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荷

衣
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工
具

店
あ

り
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､

池
沼

川
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女
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男
1
0
名

麻
鞄

作
り

殆
ど

の
家

庭
皮

膚
病

､ﾁ
ﾌ
ｽ

､
ｱ
ﾒ
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ｯ
ｸ
あ

り
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蒙
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の
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機
で
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工
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を
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3
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se

le
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5
0

未
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路
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気

な
し

携
帯

ｴ
ﾘ
ｱ

家
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･メ
イ

ズ
･
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店
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り
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川
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ﾌ
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 1
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0
人
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加
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/
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程

度
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ﾗ
ﾘ
ｱ
､ﾁ
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ｽ

､
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診
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所
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km
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防

接
種
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中
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ﾟ希

望
､
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富

4
1
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an
i 
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n
d

sc
h
o
o
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B

生
徒
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0
0
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明

未
舗

装
路

電
気

あ
り

携
帯

ｴ
ﾘ
ｱ

父
兄

が
水

代
を

負
担

不
明

雨
水

､
沢

水
D

W
O

の
給

水
車

　
5
-
1
1
月

不
明

不
明

学
校

内
に

あ
り

ｱ
ﾒ
ｰ

ﾊ
ﾞ赤

痢
ﾍ
ﾙ

ｽ
ｾ

ﾝ
ﾀ
ｰ

3
km

健
康

診
断

あ
り

校
内

用
地

を
提

供
可

M
w

in
gi

県

要
請

番
号

コ
ミ
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ニ

テ
ィ
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口

（
人

）
世
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数
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ク

セ
ス

イ
ン

フ
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収
入

源
商

業
活

動
既

存
水

源
（
雨

期
）

既
存

水
源

（
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期
）

給
水

管
理

委
員

会
女

性
の

活
動

ト
イ

レ
の

利
用

主
な

病
気

病
院

･診
療

所
ま

で
の

距
離

行
政

･N
G

O
の

支
援

そ
の

ほ
か

6
1

K
av

ai
n
i

2
,0

0
0

3
5
0

幹
線

A
3
号

線
（
舗

装
）

電
気

･電
話

な
し

メ
イ

ズ
､豆

類
､

家
畜

商
店

･食
堂

あ
り

沢
3
km

川
2
0
km

未
結

成
､共

同
組

織
は

あ
り

A
ID

S
予

防
殆

ど
の

家
庭

ﾏ
ﾗ
ﾘ
ｱ
､ﾁ

ﾌ
ｽ

診
療

所
 5

km
M

o
H

水
中

ﾎ
ﾟﾝ

ﾌ
ﾟ希

望
も

買
水

経
験

な
し

7
8

M
u
an

ge
n
i

1
,5

0
0

2
0
0

幹
線

道
路

（
未

舗
装

）
電

気
･電

話
な

し
家

畜
､ミ

レ
ッ

ト
商

店
多

し
雨

水
､

池
沼

川
2
0
km

､沢
水

導
水

管
1
0
km

女
3
名

男
9
名

登
録

中
山

間
地

を
等

高
線

状
に

開
墾

1
/
3
程

度
ｱ
ﾒ
ｰ

ﾊ
ﾞ赤

痢
､ﾁ

ﾌ
ｽ

診
療

所
 4

km
M

o
W

R
M

D
､

M
o
H

8
1

K
at

h
an

ze
3
,0

0
0

3
8
0

未
舗

装
路

電
気

･電
話

な
し

家
畜

､ミ
レ

ッ
ト

家
畜

市
場

1
2
km

給
水

栓
(2

4
km

先
か

ら
導

水
)

川
2
0
km

女
3
名

男
6
名

2
年

毎
に

更
新

山
間

地
を

等
高

線
状

に
開

墾
半

分
程

度
ﾁ
ﾌ
ｽ

教
会

診
療

所
あ

り
､病

院
1
2
km

M
o
H
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o
L
G

道
路

整
備

既
存

給
水

施
設

の
管

理
実

績
あ

り

9
0

K
ak

o
n
go

1
,5

0
0

3
2
0

未
舗

装
路

電
気

･電
話

な
し

家
畜

､メ
イ

ズ
､

豆
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商
店
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り

雨
水
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パ

ン
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2
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km
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名
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1
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ﾏ
ﾗ
ﾘ
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ﾌ
ｽ
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の
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を
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ﾀ
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ﾀ
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ﾒ
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ﾀ
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ｽ
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ﾀ
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0
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ﾌ
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ﾛ
ｰ

ﾄﾞ
悪

路
な

し
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話
な
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庭
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ｱ
､ﾁ

ﾌ
ｽ
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km
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に
な
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で

衛
生
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ﾝ
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ﾎ
ﾟﾝ

ﾌ
ﾟ希

望
、

過
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地

1
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9
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u
n
i

3
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0
0

4
0
0
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線

C
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舗

装
）

送
電

線
あ

り
麻

縄
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送
り

食
料

品
店

あ
り

パ
ン

0
.5

km
､

雨
水

川
3
.5

km
､パ

ン
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km

､泉
6
km

女
3
名

男
6
名

ﾊ
ﾟﾝ

建
設

実
績

互
助

活
動

､
植
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用
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床

ほ
ぼ

全
家

庭
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ﾗ
ﾘ
ｱ
､ﾁ

ﾌ
ｽ

､ｱ
ﾒ
ｰ
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診

療
所
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M
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o
G
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を
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動

力
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ン
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設

＋
配
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＋
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要
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対
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コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

2
n
d 

sc
h
o
o
l: 

S
e
c
o
n
da

ry
 S

c
h
o
o
l、

　
　

gi
rl
s 

2
n
d 

sc
h
o
o
l: 

G
ir
l's

 S
e
c
o
n
da

ry
 S

c
h
o
o

送
電

線
あ

り
：
送

電
線

の
み

あ
り

　
　

電
気

あ
り

：
民

家
へ

の
引

込
あ

り
　

　
携

帯
ｴ
ﾘ
ｱ
：
携

帯
電

話
通

話
エ

リ
ア

　
K
it
u
i県

要
請

番
号

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

人
口

（
人

）
世

帯
数

ア
ク

セ
ス

イ
ン

フ
ラ

収
入

源
商

業
活

動
既

存
水

源
（
雨

期
）

既
存

水
源

（
乾

期
）

給
水

管
理

委
員

会
女

性
の

活
動

ト
イ

レ
の

利
用

主
な

病
気

病
院

･診
療

所
ま

で
の

距
離

行
政

･N
G

O
の

支
援

そ
の

ほ
か

1
1

K
ya

n
gu

lu
2
,0

0
0

(3
村

）
幹

線
道

路
（
未

舗
装

）
送

電
線

､電
話

､携
帯

豆
類

、
家

畜
、

小
作

家
畜

、
作

物
の

出
荷

雨
水

､
パ

ン
川

7
km

女
2
名

男
7
名

2
0
0
3
.6

改
選

一
般

的
な

農
作

業
､放

牧
ほ

ぼ
全

家
庭

ﾏ
ﾗ
ﾘ
ｱ
､ﾁ

ﾌ
ｽ

､ｱ
ﾒ
ｰ

ﾊ
ﾞ赤

痢
診

療
所

 5
km

M
o
W

R
M

D
､

M
o
A

電
探

･用
地

収
容

済
み

､

1
8

K
as

u
e

2
n
d 

sc
h
o
o
l

4
,0

0
0

(1
0
村

)
未

舗
装

路
電

気
な

し
携

帯
ｴ
ﾘ
ｱ

P
T
A

不
明

雨
水

川
4
km

､
給

水
車

W
M

C
未

結
成

P
T
A

の
み

不
明

学
校

内
に

あ
り

下
痢

､ｱ
ﾒ
ｰ

ﾊ
ﾞ

赤
痢

診
療

所
 8

km
M

o
W

R
M

D
学

校
中

心
に

維
持

管
理

を
予

定

3
6

T
iv

a
2
n
d 

sc
h
o
o
l

生
徒

1
8
0

+
1
0
,0

0
0

（
1
8
村

）
未

舗
装

路
電

気
･電

話
な

し
メ

イ
ズ

、
豆

類
少

し
離

れ
て

商
店

･市
場

あ
り

雨
水

､
川

8
km

煮
沸

給
水

車
、

川
8
km

女
3
名

男
1
0
名

H
IV

予
防

教
育

、
果

樹
栽

培
9
割

の
家

庭
ｱ
ﾒ
ｰ

ﾊ
ﾞ赤

痢
､

ﾁ
ﾌ
ｽ

診
療

所
 3

km
M

o
W

R
M

D
､

M
o
H

､M
o
A

校
舎

建
設

中
2
0
0
4
末

開
校

M
w

in
gi

県

要
請

番
号

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

人
口

（
人

）
世

帯
数

ア
ク

セ
ス

イ
ン

フ
ラ

収
入

源
商

業
活

動
既

存
水

源
（
雨

期
）

既
存

水
源

（
乾

期
）

給
水

管
理

委
員

会
女

性
の

活
動

ト
イ

レ
の

利
用

主
な

病
気

病
院

･診
療

所
ま

で
の

距
離

行
政

･N
G

O
の

支
援

そ
の

ほ
か

6
4

K
as

an
ga

2
,5

0
0

7
0
0

未
舗

装
路

電
気

・
電

話
な

し
家

畜
、

ｻ
ｲ
ｻ

ﾞﾙ
麻

商
店

･ﾎ
ﾃ
ﾙ

･
ﾊ

ﾞｰ
あ

り
浅

井
戸

､雨
水

､
パ

ン
､川

4
km

川
1
0
km

3
箇

所
計

　
女

2
4
名

男
1
2
名

互
助

活
動

9
割

の
家

庭
ﾏ
ﾗ
ﾘ
ｱ
､ﾁ

ﾌ
ｽ

,
診

療
所

 5
km

M
o
W

R
M

D
浅

井
戸

+
ﾊ

ﾝ
ﾄﾞ

ﾎ
ﾟﾝ

ﾌ
ﾟ　

G
T
Z
支

援

M
ak

u
e
n
i県

要
請

番
号

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

人
口

（
人

）
世

帯
数

ア
ク

セ
ス

イ
ン

フ
ラ

収
入

源
商

業
活

動
既

存
水

源
（
雨

期
）

既
存

水
源

（
乾

期
）

給
水

管
理

委
員

会
女

性
の

活
動

ト
イ

レ
の

利
用

主
な

病
気

病
院

･診
療

所
ま

で
の

距
離

行
政

･N
G

O
の

支
援

そ
の

ほ
か

1
2
9

K
as

ik
e
u

m
ar

ke
t

7
,0

0
0

1
,0

0
0

未
舗

装
路

電
気

･電
話

あ
り

ﾒ
ｲ
ｽ

ﾞ､
豆

類
､ミ

レ
ッ

ト
､商

業
商

店
街

あ
り

雨
水

､川
川

1
km

未
登

録
互

助
活

動
ほ

ぼ
全

家
庭

ﾏ
ﾗ
ﾘ
ｱ
､ﾁ

ﾌ
ｽ

診
療

所
あ

り
M

o
A

水
中

ﾎ
ﾟﾝ

ﾌ
ﾟ希

望
､

機
械

修
理

工
在

住

M
ac

h
ak

o
s県

要
請

番
号

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

人
口

（
人

）
世

帯
数

ア
ク

セ
ス

イ
ン

フ
ラ

収
入

源
商

業
活

動
既

存
水

源
（
雨

期
）

既
存

水
源

（
乾

期
）

給
水

管
理

委
員

会
女

性
の

活
動

ト
イ

レ
の

利
用

主
な

病
気

病
院

･診
療

所
ま

で
の

距
離

行
政

･N
G

O
の

支
援

そ
の

ほ
か

1
6
5

K
w

ar
e
 p

u
bl

ic
2
,5

0
0

2
0
0

未
舗

装
､

山
道

悪
路

電
気

･電
話

な
し

石
材

切
出

し
､

野
菜

､砂
糖

ｷ
ﾋ
ﾞ

食
料

･衣
料

品
店

あ
り

雨
水

､溜
池

小
規

模
ﾀ
ﾞﾑ

3
km

女
3
名

男
1
0
名

電
探

済
み

互
助

活
動

9
割

程
度

ﾏ
ﾗ
ﾘ
ｱ
､ﾁ

ﾌ
ｽ

､
皮

膚
病

診
療

所
 3

.5
km

M
o
H

､M
o
A

水
中

ﾎ
ﾟﾝ

ﾌ
ﾟ希

望
も

周
囲

に
井

戸
な

し

1
6
9

M
w

ar
a 

gi
rl
s

2
n
d 

sc
h
o
o
l

2
,0

0
0
+

生
徒

2
8
0

不
明

未
舗

装
路

学
校

に
電

気
･電

話
メ

イ
ズ

､豆
類

､
マ

ン
ゴ

､仕
送

り
域

内
に

商
店

な
し

、
町

が
近

い
雨

水
､

浅
井

戸
5
km

川
･ﾀ

ﾞﾑ
1
km

､
学

校
に

給
水

車
女

1
名

男
4
名

電
探

済
み

開
墾

､土
壌

保
全

､麻
鞄

作
り

ほ
ぼ

全
家

庭
ﾏ
ﾗ
ﾘ
ｱ
､ﾁ

ﾌ
ｽ

､ｱ
ﾒ
ｰ

ﾊ
ﾞ赤

痢
ﾍ
ﾙ

ｽ
ｾ

ﾝ
ﾀ
ｰ

あ
り

M
o
H

水
中

ﾎ
ﾟﾝ

ﾌ
ﾟ希

望
､

学
校

･地
域

で
管

理

1
7
1

M
be

le
 w

p
2
,0

0
0

2
5
0

未
舗

装
路

幅
員

狭
し

電
気

･電
話

な
し

仕
送

り
、

メ
イ

ズ
商

店
な

し
小

川
、

雨
水

利
用

は
僅

か
ﾀ
ﾞﾑ

4
km

､井
戸

7
km

女
4
名

男
1
5
名

互
助

活
動

､雨
水

ﾀ
ﾝ
ｸ
導

入
ほ

ぼ
全

家
庭

ﾏ
ﾗ
ﾘ
ｱ
､ﾁ

ﾌ
ｽ

病
院

1
5
km

M
o
G

S
C

S
S
､

M
o
A

水
中

ﾎ
ﾟﾝ

ﾌ
ﾟ希

望
､

男
性

は
町

で
労

働

1
9
7

K
ya

w
al

ia
di

sp
ｅ
ｎ
ｓ
ａ
ｒｙ

1
,0

0
0

1
5
0

未
舗

装
路

電
気

な
し

携
帯

ｴ
ﾘ
ｱ

石
材

切
り

出
し

商
店

な
し

、
石

材
買

付
業

者
雨

水
小

規
模

ﾀ
ﾞﾑ

5
km

､ﾊ
ﾟﾝ

1
0
km

女
4
名

男
5
名

一
般

的
な

農
作

業
ほ

ぼ
全

家
庭

ﾏ
ﾗ
ﾘ
ｱ
､ﾁ

ﾌ
ｽ

診
療

所
あ

り
ｱ
ﾌ
ﾘ
ｶ
ﾝ
ﾍ
ﾙ

ｽ
ﾁ
ｬ
ｰ

ﾁ
､M

o
H

水
中

ﾎ
ﾟﾝ

ﾌ
ﾟ希

望
も

岩
盤

上
に

位
置


	付属資料
	添付資料2
	添付資料3
	添付資料4
	添付資料5


